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赤外域分光装置に関する研究
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文内容の要旨

本論文は、普通赤外域分光装置、及び遠赤外域の分光装置の試作研究を行なったもので、 2章から

なり、各章において夫々の分光装置について論じている。

第 1章においては、いろいろな物理現象、特に極低温での物性測定、半導体の光伝導効果の測定を

行なうことを主たる目的として、試作された単光束普通赤外域分光装置について論Uている O 先づ、

4.20 K、7TK における II VI化合物中の不純物の格子振動の測定より、極低温測定に本分光装置は

十分適したものであることを示し、次に CむHg1- XTe のように均一性の悪い物質の X値の分布を

光学的に直接求め、更には p-InSbを用いることにより、光伝導効果の実験を容易に行なうことが

でき、かっ吸収測定をも同時に行なって相補的な情報を得ることのできる分光器が実現できたことを

示している O

第 2章においては、波長可変 InSb検知器を用いた遠赤外域分光装置について論じている O 遠赤外

域では、用いられる光源が高圧水銀灯などの熱輯射源であるので、利用できるエネルギーが極めて

小さく、しかも検知器に感度のよいものが少ない O 又分散素子として用いる回折格子の高次光除去フ

ィルターには、カットオフ特性のよいものが少ないため、数多くのフィルターを用いている O したが

って所要の測定波長に対しでも、利用できるエネルギーは予想以上に少なくなっており、検出系の時

定数を大きくし、波長走査に長時間を・かけて S/Nを上げるようにしている。サイクロトロン共鳴吸

収を利用した波長可変 InSb検知器は、 InSb 素子に磁場を加えることにより、バンドパスフィルタ

ー持性を有し、同時にその波長は磁場と共に可変なものとなる O 本論文ではごのことに着目し、波長

可変 InSb検知器を用いた遠赤外域分光装置を試作している O それは従来の分光器に比べフィルター

の数を格段に少なくすることができ、したがって簡単、小型で明るい(f/3)分光器が実現できた O こ

の分光器を用いることにより、波長可変 InSb検知器の波長感度特性を求め、更にこの検知器を分光
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器に取り付けて動作させるときの問題点を調パそれを解決し、最後にその分光装置の総合的な性能の

検討を行なっている。その結果波長可変 InSb 検知器は、 50~160cm-l の領域で使用するのに最も適

し、又検知素子にかける磁場と波数との関係は、感度低下を 5%まで認めるならば、 2本の直線関係

を満足し、通常の測定ではこれで十分で、あることを見出している O 試作された分光装置では、従来非

常に困難なo.3cm-1
以下の分解が得られ、容易にスペクトル純度の高い測定をすることができる O 又

従来のゴレーセル使用の分光器と同程度の S/N、及びスペクトルスリット幅で、数十倍或いはそれ

以上の早い測定が実現できたことを確かめている。

論文の審査結果の要旨

本論文は二種の赤外域分光装置の研究よりなる。

一般に使用されている普通赤外域分光装置は、光物性の特殊な測定には必ずしも適当で、ない D 本研

究では測定試料をモノクロメーターの後方に置き、光伝導効果の測定その他の光物性の研究に便利な

光学系の設計を行ない、普通赤外域で高性能の分光装置を完成し各種の光物性の測定を行なっている O

遠赤外域の分光では、普通回折格子による高次スペクトルを除去するために各種のフィルターを使

用するため、測定波長域の利用できるエネルギーも非常に少なくなり、且つ分光器の光学系も複雑とな

っている O 本研究においては、 InSb のサイクロトロン共鳴吸収を利用した検知器を用いることによ

り、高次スペクトルの除去の困難がなく、簡単な明るい光学系で、高分解能で且つ走査速度の著しく

早い遠赤外域分光装置を完成している O

これらの研究は赤外域、遠赤外域の分光測定を発達させ、これらの波長域の分光研究の寄与すると

ころが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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